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市
民
の
皆
様
に
水
を
供
給
す
る
役
目
を
持
つ
水
道
事
業
は
、
高
度
の
公
共
性
と
企
業
性
と
を

‘
兼
ね
た
性
絡
を
帯
び
て
お
り
ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
万
全
を
期
す
る
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

こ
の
度
、
改
装
成
っ
た
モ
ダ
ン
な
大
町
の
分
庁
舎
(
一
克
魚
津
蒲
鉾
製
造
所
跡
)
に
移
転
し
、

市
役
所
の
奥
か
ら
街
頭
へ
進
出
し
ま
し
た
。
で
は
窓
口
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

報

ハ
ヱ
務
〉

上
水
道
及
び
簡
易
水
道
の
計

画
並
に
工
事
を
実
施
し
、
と
れ

ら
水
道
の
施
設
を
維
持
管
理
し

ま
た
、
滅
菌
す
る
作
業
や
配
水

と
い
号
様
な
面
の
処
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

ハ
給
水
〉

給
水
工
事
は
何
時
噴
申
込
ん

だ
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
申
込
み

は
ど
の
様
に
し
た
ら
よ
い
の

か
、
早
く
申
込
ん
で
お
か
な
け

れ
ば
時
期
を
失
う
の
で
は
な
い

か
等
御
心
臨
の
方
も
あ
る
事
と

存
じ
ま
す
。
と
の
工
事
は
家
々

に
給
水
す
る
為
本
管
か
ら
分
水

す
る
も
の
で
す
が
、
施
工
は
聞

水
管
ハ
本
管
V

敷
設
オ
る
手
筈

が
整
い
ま
す
と
当
該
地
区
の
皆

厳
に
広
報
員
を
通
じ
て
水
道
の

概
念
を
周
知
し
て
い
た
だ
い
た

上
で
、
希
望
者
の
申
込
み
を
寂

纏
め
て
諮
り
ま
す
。
直
接
個
λ

広市津魚

で
御
申
込
み
に
な
っ
て
も
結
構

で
す
。ま

た
工
事
の
申
込
み
は
何
時

で
も
希
望
の
時
期
に
施
工
で
き

ま
す
。

@
水
道
に
関
す
る
工
事
の
代
金

や
水
の
使
用
斜
等
め
納
入
通
知

は
納
付
書
を
御
手
元
に
回
付
し

て
お
り
ま
す
。

直
接
市
の
牧
入
役
へ
納
入
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
が

集
金
人
や
水
道
課
で
も
扱
っ
て

お
り
ま
す
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

己
む
を
得
ず
再
交
付
し
ま
す
。

@
給
水
装
置
の
故
障
や
不
審
の

点
が
あ
る
場
合
等
と
れ
ら
各
戸

に
対
す
る
処
理
は
給
水
で
扱
っ

て
お
り
ま
す
。

上
水
道
、
簡
易
水
道
を
問
わ

ず
水
道
に
つ
い
て
の
相
談
や
質

疑
の
点
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
立

漁
船
の
検
認
実
施
に
つ
い
て

.( ， ) 
潟
舵
法
の
規
定
に
基
い
て
漁

船
を
所
有
し
て
居
る
者
は
1

左

記
事
項
を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず

検
認
を
受
け
て
下
さ
い
。

記

付
今
年
度
以
後
昭
和
三
十
一

年
十
二
月
末
日
ま
で
に
検
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漁
船

で
あ
っ
て
も
今
回
一
斉
に
検
認

を
受
け
る
と
と
。

伺
検
認
前
に
次
の
準
備
及
び

手
続
を
完
了
の
こ
と
0

.

①
登
録
察
に
記
載
さ
れ
た
一

登
録
番
号
を
当
該
漁
艇
に
必
一

ず
表
示
し
て
お
く
こ
と
。
な
一

お
玉
屯
以
上
の
梅
般
に
お
い
一

て
は
艇
菅
両
舷
に
館
名
を
表
一4AF 

B

・L

・

た

示
の
こ
と
。

②
現
在
し
な
い
も
の
あ
る

い
は
、
現
容
し
て
い
る
が
使

用
に
耐
え
な
い
と
認
め
ら
れ

る
ぬ
艇
は
登
録
襲
返
納
届
を

添
え
登
録
累
を
返
納
す
る

か
、
ま
た
登
録
嬰
を
紛
失
等

に
よ
り
返
納
で
き
な
い
も
の

は
、
登
録
票
返
納
不
能
屈
を

提
出
し
て
抹
消
の
手
続
を
す

る
こ
と
。

①
漁
艇
を
所
有
し
て
い
て

登
録
票
を
紛
失
又
は
甚
だ
し

く
汚
損
し
て
い
る
も
の
は
再

交
付
申
請
す
る
こ
と
。

①
検
認
当
日
は
登
録
票
を

乙
L-

買
寄
っ
て
下
さ
る
様
御
待
ち
申
上

げ
て
お
り
ま
す
。

ハ
水
道
課
へ
の
御
連
絡
は
電
話

回
四

O
番
で
す
〉

必
ず
持
参
す
る
こ
と
。

①
検
認
手
数
斜
は
動
力
漁

舵
は
一

O
O円
、
無
動
力
潟

舶
は
五

O
円
を
県
政
入
証
紙

で
検
認
申
請
書
に
貼
付
す
る

」
F

」

L'』

0

品
開
検
認
期
日

経
回
八
月
十
七
日

魚
津
八
月
十
八
日

道
下
八
月
十
八
日

詳
細
は
市
役
所
商
工
水
産
課
又

は
各
・
漁
業
協
同
組
合
で
問
合
せ

下
さ
い
。

ム
な

ら

元軍人の.. . 

傷
病
年
金
の

請
求
に
つ
い
て

昭
和
二
十
八
年
八
月
恩

給
法
の
一
部
改

E
に
よ
り

本
年
四
月
一
日
適
用
さ
れ
る
と

と
広
な
っ
た
傷
病
年
金
に
つ
い

て
は
、
今
般
漸
く
事
務
の
進
捗

状
況
も
軌
道
に
の
っ
て
き
ま
し

た
が
、
本
市
に
は
該
当
者
が
約

七
十
名
な
い
し
八
十
名
も
あ
る

予
想
で
あ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

七
月
二
十
日
現
在
三
十
七
名
だ

け
し
か
申
出
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
た
め
て
御
案
内
い
た

し
ま
す
。
事
務
の
都
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
厚

生
課
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

魚
津
市
農
業
委
員
会

発

足

会
長

大宮山丸瀞谷関杉徳

崎崎城本口越口山 本

利銀慶太安孝秀博謙

吉作一一郎・作雄吉治

市

内

の

引

揚

者

の

在
外
預
金
の
支
払
を
開
始

選ググググ選選選選
任 挙任挙任

引
揚
者
の
皆
様

閉
鎖
機
関
の
未
払
送
金
為
替

及
び
在
外
預
金
の
支
払
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

今
般
閉
鎖
機
関
令
の
一
部
改

E
に
よ
り
、
閉
鎖
機
関
の
在
外

底
鋪
に
係
る
債
務
と
し
て
、
特

殊
清
算
の
対
象
外
で
あ
っ
た
海

外
か
ら
の
内
地
向
送
金
為
替
並

び
に
在
外
居
鋪
予
金
等
が
確
認

で
き
る
分
に
限
り
、
当
該
閉
鎖

機
関
の
保
有
資
金
の
範
囲
内
に

お
い
て
1

支
払
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
支
払
要
領
は
次
の
通
り

で
す
。

一
、
該
当
者
は
本
年
十
月
十
五

日
ま
で
に
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
通
二
丁
目
一
番
地
の
在

外
活
動
関
係
閉
鎖
機
関
特
殊

清
算
事
務
所
に
債
権
申
立
て

を
行
っ
て
下
さ
い
。

二
、
送
金
為
替
、
在
外
予
金
の

具
体
的
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。L

一
の
機
関
の
在
外
活
で
寂

組
ん
だ
内
地
向
送
金
小
切

手
そ
の
他
送
金
為
替
。

広
岡
じ
《
非
常
時
内
地
払
予

金
(
外
貨
表
示
内
地
特
別

予
金
〉

3.
同
じ
く
在
外
底
で
取
組
ん

だ
外
地
向
送
金
小
切
手
。

ι同
じ
く
海
外
底
で
預
け
た

預
金
、
金
銭
信
託
等
。

三
、
債
権
申
立
は
、
任
意
の
用

紙
に
一
定
書
式
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
小
切
手
、
通
帳
、
証

書
ら
の
証
拠
書
類
の
添
付
を

大

崎

甚

之

丞

選

挙

高

木

源

ニ

グ

河

崎

浅

之

助

H
H

関

口

昌

次

H
H

伊

東

清

一

グ

富
山
県
第
十
一
区
(
魚
種
市
〉

の
代
表
者
会
議
に
委
員
の
う
ち

か
ら
指
令
し
た
も
の

伊

東

清

一

富
山
県
第
十
一
区
ハ
魚
種
市
〉

代
表
者
会
麟
の
委
員

伊

東

清

一

農

婆

代

表

徳

本

謙

治

農

協

代

表

大
・崎
利
吉
農
共
済
代
表

右
代
表
者
会
議
に
お
い
て
互
選

し
た
富
山
県
費
業
会
議
の
一
号

委
員

伊

東

清

底

で

つ る まお備もをなな底のりてたらグ此る傷えたら若例ましな行箆孟の今うそはりい
てかす願盆御播酒つ的よま悦英盆ルのとを、人きいをせてり・事の蘭娯でとの孟まよ
はら。し踊注かにてなうすに雄踊 Iよいし.叉々折 人 見 ん 何 ま と 感 盆 楽 は さ 極 蘭 し / Aト
翌と農たり意ぬ自宅お取な。入感りプううてそに 角がてが等しし謝だととれ楽盆た¥直弘
日云村い'を下ょっり締不瞥っかへをな人医の不踊喧も、申た，て祭けさのでにに。盆
の つ唯の主さうてまり良察てらと成不も師た快り嘩盆昨す。行ででれ盆お往招-盆 踊 臣 甫
仕てーは催い 後すを に で い わ 渡 Lu出のめなをや踊年筋こわあな、踊!生来踊り広岡
事夜の時さ ，0に日の行対はるんりて得 手 に 感 楽暴りあ合のれるくこはまをのりの ・"
に朋娯間れ く後でう し、よ勇歩盆aなま当とじし 行 の た で 催 る 秋 、 の 農 す 喜 霊 と 時 (/1 
差ま菊でる /れ悔、とて今うをき踊人しをんをみを揚りはしょ祭五行村がんに言季 l 
支でであ方 . ;..の健とは年で振誤り達た受だあには所のあにうに穀事唯、で対うに
え踊ありへ ¥種かに 徹とあっつかは。け負た来 た で 実 り 対 に も 豊 は 一 昨 舞 し の な

... '_ .  . ..~ ー の @ O)いはしかはれでもに rJ...チ1'".1にるをる
て着と所きとけ途と通やとめ務行き必と女。見てふ痴まいちは痴..lL_!六 、I:およ改と
お設。のはをま中と当警が遅めくは要しの 逃号る漢しのよ六演めの |願うめ思

案く特こ家大さとで な察不〈先こ威がて夜 すら慮 は よ 方 り 十 記 寺 |しにてれ
こ徴のに声れわ変 措官安なのと人あせの 道 若れ女うは/才訴ま一ー |ま早真ま

霊と等場裁をそれな 置になっ用 のつぬ一 理 いが性が、〈のそデ 1¥ Iす自にす
意。を合いたうた人 を此場て事 家てこ人 は 女あで、へ込女わしノミ IJ

o i二健。
雲 し相をでにりに 執の合帰や 族外と歩 あ性りあ暗エり性れよ歩 | 切全旧
時 つ 手求るな、逢つ旨は宅所 と出 き りなまれい 1まとる』才.I 上 娯 来

話収γ:認2話室技量Z産手会τ袋霊れす警うさ I. ~警 2
3 見相こ近とと尾 うて所とた にと 則 ま漢 まびでき大の者 は | 様あ習

.lim愛媛 総務

要
し
ま
す
が
、
住
友
銀
行
、

第
一
銀
行
、
東
京
銀
行
の
全

国
本
支
腐
及
び
在
外
活
動
関

係
閉
鎖
機
関
特
殊
清
算
事
務

所
ら
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
か

ら
利
用
下
さ
い
。

四
、
前
項
の
小
切
手
、
通
帳
、

証
書
ら
の
鉦
拠
書
類
を
、
内

地
税
関
及
び
外
地
総
領
事
館

叉
は
日
僑
連
絡
事
務
所
、
世

話
会
ら
に
預
け
ら
れ

τ未
だ

返
還
を
受
け
ぬ
方
は
、
至
金

返
還
請
求
書
を
関
係
税
関
宛

提
出
の
上
、
返
還
を
受
け
る

よ
う
に
願
い
ま
す
。

玉
、
・
本
件
に
つ
い
て
の
手
続
に

白つ
い
て
は
、
前
記
銀
行
の
本

支
底
、
及
び
富
山
県
更
生
協

力
会
(
県
庁
西
側
別
館
内
〉

等
で
事
務
取
扱
い
を
し
て
お

喫

増

ん

で

り
ま
す
。

六
、
閉
鎖
機
関
以
外
の
在
外
金

融
機
関
ハ
済
南
銀
行
他
九
銀

行
V

朝
鮮
銀
行
、
台
湾
銀
行

ら
も
同
様
に
債
権
申
立
の
催

告
を
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
、

債
権
申
立
を
な
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

七
、
閉
鎖
機
関
は
次
の
通
り
で

す。横
浜

E
金
銀
行
、
満
州
中
央

銀
符
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
‘
蒙

彊
銀
行
、
聯
合
準
備
銀
行
.

中
央
儲
備
銀
行
、
朝
鮮
信
託

株
式
会
、
朝
鮮
金
融
組
合
聯

合
会
、
南
方
開
発
金
庫
、
東

、洋
拓
殖
株
式
会
社
、
満
州
興

業
銀
行
、
外
資
金
庫
，
華
南

銀
行
、
南
洋
拓
殖
株
式
会
社

/) 

U、

て

そ

市

上
人
は
長
い
道
中
の
疲
れ
を

-休
ま
せ
様
と
、
路
傍
の
石
に
腰

一か
け
て
四
方
の
景
色
を
う
ち
眺

一め
て
い
る
と
、
'上
人
の
お
出
で

一を
聞
き
知
っ
た
材
の
老
幼
男
女

一は
、
上
人
の
前
に
集
っ
て
み
仏

一の
数
え
を
乞
い
奉
る
の
で
し
た

湯

上

の

菩

提

樹

二

さ

一じ
ゅ
ん
(
と
説
き
聞
か
せ
る

一抱
一一人
の
顔
に
は
赤
味
が
さ
し
、

「親
鰐

聖

人
珠
数
漏
菩
提
樹
」

一・一其
の
眼
は
具
様
に
輝
い
て
い
ま

北
山
坪
野
行
の
地
鉄
バ
ス
か
一
親
驚
聖
人
は
法
然
聖
人
の
真

一し
た
が
1

最
後
に
「
若
し
こ
の

鹿
熊
行
の
観
光
バ
-ス
に
乗
車
し
一
弟
子
で
、
奈
良
に
も
京
都
に
も

一親
憶
の
唱
え
る
称
名
に
援
い
を

て
、
県
道
を
走
る
と
と
約
十
五
一
な
ち
び
な
い
名
僧
で
あ
り
ま
し

一も
つ
人
が
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く

分
に
し
て
、
湯
上
の
パ
ス
駐
車
一
た
。
今
か
ら
七
百
年
以
上
も
前

一日
数
を
お
待
ち
な
さ
い
」
と
、

場

に

着

き

ま

す

。

一

に

新

た

に

法

然

上

人

が

念

物

の

一手
に
懸
け
さ
せ
ら
れ
た
念
珠
の

自
動
車
を
下
り
る
と
す
ぐ
そ
一
宗
門
を
お
開
き
に
な
る
と
、
之

一菩
提
樹
の
玉
を
柳
の
葉
に
丸
め

こ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
筆
一
れ
が
非
常
な
力
で
大
衆
に
広
ま

一て
「
今
と
の
土
地
に
仏
の
御
念

式
に
嘗
か
れ
た
六
字
の
御
名
号
一
っ
た
為
め
、
仏
激
の
内
部
に
も

一樹
を
植
え
る
。
こ
の
玉
が
や
が

を
彫
り
こ
ん
だ
大
き
な
石
碑
が
一
大
改
革
が
起
り
ま
し
た
。
そ
こ

一て
芽
を
出
す
で
あ
ろ
Z
J
o

若
し

あ
り
ま
す
。
御
名
号
の
わ
き
に
一
で
念
仏
を
唱
い
出
さ
れ
た
法
然

一芽
を
出
さ
な
か
っ
た
ら
親
憶
の

は
「
親
驚
聖
人
珠
数
漏
菩
提
樹
」
一
上
人
の
身
上
に
も
大
き
な
迫
害

一申
す
こ
と
は
う
そ
で
あ
る
と
恩

と
説
明
が
書
き
添
え
ら
れ
て
あ
一
が
加
え
ら
れ
る
様
に
拾
っ
て
、

一わ
れ
よ
」
と
仰
し
や
っ
て
、
地
・

り
ま
す
。

。

一
と
う
/
¥
土
御
門
天
皇
の
御
代

一中
に
坦
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
石
碑
の
後
ろ
か
一
に
念
物
倖
止
の
布
令
が
発
せ
ら

一

上
人
は
程
な
く
と
の
村
を
立

ら
一
本

η
菩
提
樹
が
繁
っ
て
、
一
れ
、
法
然
上
人
及
其
の
弟
子
達

一っ
て
室
田
か
ら
稗
畠
、
坪
野
を

こ
の
碑
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
一
は
こ
と
ご
と
く
流
罪
に
な
り
ま

一経
て
桜
井
の
庄
(
今
の
一
一
一
日
市
〉

る
の
が
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
一
し
た
。
親
驚
聖
人
は
末
恐
ろ
し

一辻
源
左
衛
門
の
門
前
の
石
に
腰

菩
提
樹
と
い
う
木
は
今
か
ら
一
い
坊
さ
ん
で
あ
る
と
言
う
の
で

一を
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

二
手
五
百
年
前
印
度
の
お
釈
迦
一
真
先
に
捕
え
ら
れ
て
越
後
の
国

一

植
え
ら
れ
た
念
樹
の
玉
は
、

さ
ま
が
困
苦
六
年
の
修
業
に
依
一
府
へ
遠
流
を
申
し
つ
け
ら
れ
ま

↑
上
人
が
仰
せ
ら
れ
た
通
り
、
芽

っ
て
樹
下
に
仏
の
悟
り
を
関
か
一
し
た
。

一を
出
し
て
ぐ
ん
イ

大
き
く
な

バ
縫
綴
一
り
ま
し
た
の
で
、
人
々
は
英
の

U
ぷ

綴

一不
思
議
な
事
柄
を
目
の
当
り
見

、に丸
w
笠

て
上
人
の
偉
大
な
力
を
信
じ
る

綴

機

一と
共
に
心
か
ら
の
信
心
を
深
ぐ

d
F
J
O
品
館
内
戸

-

h
M
命的必
誠一
す
る
の
で
し
た
。

刊紙

m.一聖
人
が
植
え
ら
れ
た
菩
提
樹
は

以

滋
鰍一

こ
の
碑
か
ら
約
一

O
O米
位
の

級

機

一山
手
道
に
あ
り
ま
す
が
、
朋
治

J
U
W
市作

一の
初
め
に
叱
の
碑
を
こ
ふ
建
て

凡リト怜ゲ

一た
さ
い
若
芽
の
一
株
を
こ
ふ
に

N
M
W
J
一植
え
た
の
が
、
今
日
に
至
っ
て

，
一い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

聖
人
の
通
ら
れ
た
道
す
じ
の

室
田
に
は

~職

寂
念

親
鷹
聖
人
賜
号
定
相
碑

名
念

室
田
五
郎
左
エ
門
漣
之

の
碑
が
あ
ザ
五
郎
左
エ
門
の
家

に
は
親
驚
聖
人
直
筆
の
六
字
の

御
名
号
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
家
の
後
ろ
に
も
大
き
な

一
本
の
菩
提
樹
が
今
も
繁
っ
て

い
る
し
、
稗
畠
に
は
焼
柿
種
子

か
ら
芽
が
出
た
柿
木
が
あ
り
、

坪
野
に
あ
る
県
指
定
の
天
然
記
-

念
物
「
つ
な
ぎ
が
や
」
の
名
木

も
親
鷲
上
人
の
植
、
活
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今にでのぷ先一枚にに樹珍れ
もつあ地とに本邸な似令らた
街いり方いこのて-るて主しと
伝てまにろ三花其とい話い伝
えはずは珍の柄の、る茨木え
ら深。至ら花が葉細が ζ でら
れ いそっしが飛，脈い、公、れ.
て因してい咲びの柳花孟普て
い縁て少樹き出中のの笠通い
ま話此なで突し央麓咲?のる
すしのい、を其かがく去街殻
。が樹の此結のら 一 頃 む 路 に

ま〈い染蓮にえな熱里が月
しゅ袈ハ信浴やがやの、十承
た の裟す房びららに行都四元
。え、 み 、 て ぬ 北、程か日二

V 草 ぞ西、う国みをら年年
に鞍め仏おすの仏、国三ハ
さが 〉 房 弟ら雪の人府十一
し けのと子患の敢にま五こ
かで法共のい未え逢で才 O
ふ、衣に E 陽 だをう百の八
ら湯に、念をに説毎=上〉
れ上黒 墨 房背消きに十人三

の

財

政
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市

税

牧

納

の

臨
時
出
張
所
開
設
ぷ
つ
い
て

市
税
を
窓
口
に
納
め
て
頂
く

よ
う
に
致
し
ま
し
て
か
ら
、
か

す
一
れ
こ
れ
一
年
に
な
り
ま
す
が
、

色
一
市
民
各
位
の
充
分
な
理
解
と
御

リ
一
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
成

U
一
績
も
九
八
%
、
今
一
息
で
一

O

周
一

O
M完
納
と
云
う
極
め
て
良
い

8
一
成
績
が
現
れ
て
来
ま
し
た
こ
と

年
一
は
、
本
市
の
た
め
設
に
よ
ろ
こ

9
一
ば
し
い
と
主
で
あ
り
ま
す
。

口
一
と
の
よ
う
に
既
に
皆
様
御
理

ド
一
解
の
通
り
市
財
政
の
運
営
に
は

H
.
市
税
の
牧
納
が
納
期
限
以
内
で

し
か
も
完
納
で
あ
る
こ
と
が
何

よ
り
肝
要
で
あ
る
む
と
か
ら
，

過
去
一
ヶ
年
を
願
み
比
較
的
市

役
所
に
遠
い
地
域
の
方
で
、
家

事
の
御
都
合
等
に
よ
っ
て
納
期

限
内
に
市
役
所
へ
行
っ
て
納
税

す
る
と
と
が
で
き
な
い
方
も
あ

占'

報広市津魚(第49号)

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

皆
様
の
御
便
宜
を
図
り
左
の
場

所
に
恥
骨
島
野
併
を
設
け
、
徴

税
吏
員
が
出
張
し
ま
す
か
ら
最

寄
の
方
は
是
非
臨
時
出
頭
所
を

利
用
さ
れ
、
納
税
義
務
を
完
遂

さ
れ
る
よ
ろ
御
願
い
致
し
ま
す

一
、
設
置
場
所

上

町

一

区

新
金
屋
一
区

ご
、
出
張
日

L
各
納
期
日
の
最
終
日

ハ
令
書
が
出
た
月
の
末
日

日
曜
日
で
あ
る
と
き
は
翌

月
一
日
}

Z
翌
月
三
日
ハ
目
隠
日
で
あ

る
と
き
は
二
日
〉

=
一
、
時
間

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時

半
ま
で
ハ
土
曜
日
で
あ
る

と
き
は

E
午
ま
で
》

称
欣
次
郎
方

米
国
清
作
方

問
稲
が
白
穂
に
な
る
の
を
防
護
か
ら
侵
入
す
る
。

試
技
手
芳

ぐ
方
法
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
侵
入
後
七
日
程
は
異
常
は
な

王将
-
ム
一

一

審
稲
が
白
穂
に
な
る
も
の
に
い
が
十
日
か
ら
十
四
日
位
で

l

l

l

f

4
f

l

l

虫
害
の
二
化
蝶
虫
と
、
病
害
褐
色
に
発
病
す
る
。

閣

閣

ア

mmm問
問
問

の
ホ
グ
ピ
ネ
ヅ
が
あ
り
ま
す
侵
入
時
期
は
大
体
出
穂
直
前

誌へ

ーi
¥
¥
弘
ぺ
|
|
|

い
ち
ば
ん
恐
し
い
の
は
ホ
グ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
予
防

J
位
来

七
月
十
一
固
か
ら
七
月
=
十
五
固
ま
で

ピ
ネ
ツ
で
、
目
下
こ
れ
を
防
は
出
穏
期
の
長
期
予
報
に
よ

{耕
作
ぜ
支

)

『

除
す
る
時
期
で
す
か
ら
最
大
る
不
良
天
候
と
こ
ら
み
あ
わ

ι
f
f・-・
2
3・・r
J
-
J
・C
・--C・E
・
-J九
三
七
月
十
=
日
ハ
月
)

.

一

市
議
会
総
務
1

文
教
合
同
蚕

の
努
力
を
し
て
頂
き
た
い
も
せ
て
出
穂
直
前
引
行
う
の
が
…
八
月
十
二
日
は
…
市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

一

員
会
開
催

の
で
す
o

賢
明
で
す
。
薬
剤
は
セ
レ
サ
…
漁
業
調
整
委
員
曾
…
各
戸
給
水
こ
関
す
る
連
絡
会

一

市
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

原

因

大

発

生

の

場

合

は

出

シ

石

灰

三

キ

ロ

ハ

反

ぎ

撒

布

一

委

員

選

挙

山

t

一

開
催

一

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

穂

時

、

梅

雨

!

レ

・

機

具

は

各

農

業

山

第

一

投

票

ハ

開

票

〉

区

山

一

時
の
よ
う
な

A
Z
4
?ヲ
共
済
組
合
に
受
旧
魚
津
遁
下
、
下
中
島
の
地
域
…
和
歌
山
県
庁
及
び
地
方
事
務

一
企

ニ

+

E

g

空
気
中
の
湿

U
↑
す
え
し
b
L
備
し
て
あ
り
ま
山
第
二
投
票
ハ
開
票
〉
区
山
所
職
員
が
統
計
事
務
視
察
の

一

市
議
会
農
林
委
員
協
議
会
開

り
と
撰
氏
二
」
々
、
/
〆
O

す

。

…

旧

経

団

の

地

域

…

た

め

来

市

'

一

催

十
二
三
度
の
空
気

ρ
場

合

で

撒

布

適
期

は

'

山

第

一

投

票
所

)

企

+

七

日

ハ

土

〉

一

冷
害
対
策
協
議
会
開
催

窒
素
の
過
ぎ
た
よ
う
な
稲
で
早
生
八
月
一
日
頃
)
山
大
町
小
学
校

H

一

は
、
出
穂
後
二
十
四
時
間
こ
中
生
八
月
十
日
頃
十
の
出
…
第
二
投
票
所
…
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
会

一
企
=
+
=
目
ハ
木
〉

八

、

九

割

ま

で

躍

る

と

い

い

い

晩

生

八

月

二

十

日

頃

」

山

経

回

出

頭

所

…

開

催

一

市
議
会
臨
時
会
開
催

れ
ま
す
。
ホ
グ
ピ
断
面
図
に
穂
直
前
で
す
か
ら
早
、
中
、
晩
…
投
票
時

閉

山

全

十

八

日

ハ

日

〉

一企

Z
十
四
日
(
土
〉

号
に
、
茜
葉
ハ
穂
の
等
一
時
に
撒
布
せ
ぬ
よ
う
注
…
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
吋
ま
で
…
ポ
1

一

根
元
〉
や
枝
梗
の
根
元
に
毛
意
し
て
下
さ
い
。
山
第
一
開
票
苛

，

M

ィ
、
ス
カ
ウ
ト
魚
津
第

一

市
農
業
委
員
会
組
織
会
議
開

茸
が
あ
り
、
毛
茸
そ
の
も
の
街
薬
剤
撒
布
は
朝
の
露
の
あ
川
市
役
所
積
場
…
二
隊
結
成
式

は
物
理
的
な
作
用
で
イ
モ
チ
る
と
き
を
さ
け
、
午
後
か
ら
…
第
二
開
票
所
一
企
十
九
回
ハ
月
〉

菌
の
分
生
胞
子
ハ
イ
モ
チ
病
夕
方
に
か
け
て
行
い
撒
布
後
…
経
回
出
強
所

の
タ
ネ
〉
の
発
芽
を
助
け
る
夜
露
が
結
ぶ
の
が
理
想
的
で
ん
開
票
時
刻

泊

性

質

が

あ

る

。

こ

の

た

め

茜

あ

り

ま

す

。

山

即

日

午

後

六

時

か

ら

羽

②
穂
頚
い
も
ち

前
記
嘆
い
も
ち
発
生
田
及

び
軟
弱
徒
長
の
稲
に
重
点

を
置
き
、
早
中
生
に
対
し

て
は
、
今
後
天
候
の
推
移

と
に
ら
み
あ
わ
せ
て
共
同

防
除
を
実
施
す
る

防
除
の
適
期

第
一
回
出
穂
直
前

ハ
走
り
穂
が
出
初
め
た
と
き
〉

第
二
回
穂
揃
期

一
回
撒
布
の
場
合
は
最
も
効

果
的
な
出
穂
直
前
一
固
と
し

品
種
別
共
同
防
除
は
と
の
時

期
に
是
非
行
う
こ
と

一@
二
化
収
虫
の
防
除

二
佑
蝶
虫
の
被
害
は
、
今
年

は
少
な
い
見
込
み
で
あ
っ
て

一
化
期
に
お
い
て
防
除
を
し

な
か
っ
た
所
は
、
部
分
的
に

多
〈
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

粉

食

口

七
月
二
十
.二
日
よ
り
二
十
八

日
ま
で
の
一
週
間
、
粉
食
普
及

奨
励
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

の
で
各
地
で
粉
食
が
奨
励
さ
れ

て
い
る
こ
と
ふ
思
い
ま
す
。
昨

年
の
凶
作
に
引
続
き
、
本
年
も

現
在
の
天
候
よ
り
見
て
凶
作
型

水
で
洗
っ
た
場
合
と
比
較
に
は

最
近
水
道
の
水
で
洗
濯
を
す

る
と
銑
濯
物
が
締
麗
に
な
る
が

晒
粉
を
入
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
?
と
云
ふ
御
尋
ね
を
聞
き

ま
す
。
水
道
は
塩
素
ガ
ス
を
液

化
し
て
滅
菌
の
為
注
入
し
て
い

ま
す
。
晒
粉
は
入
れ
て
お
り
ま

込
せ
ん
が
、
塩
素
そ
の
も
の
が
晒

一
粉
と
企
じ
作
用
を
し
ま
す
。
従

っ
て
水
道
の
水
で
洗
濯
を
す
れ

ば
垢
抜
が
し
て
美
し
く
な
る
訳

で
す
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ハ

ν
カ

チ
等
洗
濯
を
し
て
真
白
に
気
持

し、

よ
く
上
る
の
は
塩
素
滅
菌
の
余

得
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
井
戸
F

水
で
説
っ
た
場
合
と
比
較
に
な

一

ら
沿
い
訳
で
す
。
勿
論
注
入
量

一

は
千
万
分
の
こ
程
度
で
す
か
ら

一

何
ら
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用

一

さ
れ
て
い
る
聞
に
白
い
も
の
は

一

一
層
白
〈
、
黒
い
御
肌
も
自
然

に
白
く
な
る
の
ぱ
漂
白
作
用
と

一

し
て
当
然
の
事
な
の
で
す
。

水
と
美
容
は
苦
し
か
ら
や
か
ま

.

し
く
一
疋
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
安

心
し
て
御
使
用
下
き
い
。

聖

炎

た
く
な
る
の
が
人
情
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
日
迄
幾
多
の
守

数
多
い
風
紀
犯
罪
が
発
生
し
て
一

お
り
ま
す
。
通
り
す
が
り
に
若
一

夫
婦
の
寝
室
を
見
た
L

め
に
と
一

炎
暑
か
ら
来
る
心
身
の
倦
怠

一
不
良
化
防
止
の
徹
底
を
図
る
と
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